
査
中
！

　

本
年
度
で
３
回
目
と
な
る
市
民
と
語
る
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

市
民
と
語
る
会
は
、
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
実
施
す

る
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ご
意
見
・
ご
要
望
等

を
把
握
し
、
議
案
審
査
等
に
活
用
し
、
政
策
へ
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
は
、
議
長
も
含
め
た
20
名
が
５
名
ず
つ
４
つ
の
班
に

分
か
れ
、
分
担
し
て
各
会
場
に
伺
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
と
同
様
に
取
り
組
ん
だ
自
治
振
興
区
単
位
で

は
、
自
治
振
興
区
の
役
員
・
事
務
局
の
方
を
中
心
に
ご
協
力
を

頂
く
中
、
11
月
２
日
か
ら
17
日
の
期
間
に
お
い
て
全
21
会
場
で

実
施
し
、
計
３
１
８
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
本
年
度
か
ら
「
市
民
と
語
る
会　

井
戸
端

ス
タ
イ
ル
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
さ
ら
な
る
広
聴
活
動
強
化
を
目
的
に
、

市
民
の
方
に
よ
り
気
軽
に
お
申
込
み
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画

し
た
も
の
で
、
5
名
以
上
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
開
催
希
望

日
の
2
カ
月
前
の
月
末
ま
で
に
お
申
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、

議
員
が
希
望
の
場
所
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
８
月
か
ら
募
集
を
開
始
し
、
全
９
件
の
お
申
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
、
４
件
は
10
月
中
に
実
施
し
、

計
37
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※

紙
面
編
集
時
期
の
都
合
に
よ
り
、
井
戸
端
ス
タ
イ
ル
の
令
和
６
年
１
月

（
４
件
）、
２
月
（
１
件
）
実
施
（
予
定
含
む
）
分
に
つ
い
て
は
、
以
降
に

掲
載
す
る
内
容
に
反
映
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
最
終
的
な
報
告
書
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
令
和
６
年
３
月
末
を
目
途
に
「
庄
原
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※

令
和
５
年
度
の
井
戸
端
ス
タ
イ
ル
の
申
込
は
12
月
ま
で
で
終
了
し
て
い

ま
す
。 市

民
と
語
る
会
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た
！

●井戸端スタイルの実施状況（10月実施分）

●自治振興区単位の実施状況

参加者数NO

NO 地域 地区 開催日 会　　場 テーマ 参加者数

申込者名 開催日 会　　場 テーマ

国際ソロプチミスト庄原

宮内自治会 宮内集会所　

美湯ハイツ南集会所東三区教育推進協議会

庄原の人口問題を考える
民間会議 ひと部会

庄原市交通交流施設
地域交流室

庄原市民会館

・これからの宮内町、私たちにできることは？

・東三区地区の教育環境の充実

10月11日（水）

10月24日（火）

10月25日（水）

10月13日（金） ・庄原の人口減少の実態と成果のでる
取り組みについて

・人口減少対策について
・若者が子育てしやすい環境について
・教育現場及び医療現場の状況について

１

１
２
３

４

５
６
７
８

９

10
11
12

13

14
15

16

17
18

19

20
21

庄原
庄原
庄原

庄原

庄原
庄原
庄原
庄原

西城

西城
東城
東城

東城

東城
東城

東城

東城
口和

高野

比和
総領

庄原自治振興センター
高自治振興センター
本村自治振興センター

峰田自治振興センター

敷信自治振興センター
東自治振興センター
山内自治振興センター
北自治振興センター

西城自治振興センター

八鉾自治振興センター
小奴可自治振興センター
八幡自治振興センター

田森自治振興センター

東城自治振興センター
帝釈自治振興センター

久代自治振興センター

新坂自治振興センター
口和自治振興センター

下高自治振興センター

比和自治振興センター
総領自治振興センター

・地域の教育環境
・芸備線
・【共通テーマ】
・人口減少
・有害鳥獣対策
・【共通テーマ】
・有害鳥獣対策、市道管理等
・【共通テーマ】
・フリーテーマ
・西城紫水高校
・西城市民病院
・芸備線
・【共通テーマ】
・【共通テーマ】
・地域交通
・有害鳥獣対策
・人口減少
・地域交通
・東城市街地公園整備
・農林業
・有害鳥獣対策
・人口減少、高齢化
・【共通テーマ】
・【共通テーマ】
・地域交通
・空き家対策
・【共通テーマ】
・人口減少

庄原
高
本村

峰田

敷信
東
山内
北

西城

八鉾
小奴可
八幡

田森

東城
帝釈

久代

新坂
口和

高野

比和
総領

11月８日（水）
11月８日（水）
11月15日（水）

11月７日（火）

11月２日（木）
11月６日（月）
11月13日（月）
11月８日（水）

11月14日（火）

11月13日（月）
11月10日（金）
11月２日（木）

11月15日（水）

11月９日（木）
11月７日（火）

11月14日（火）

11月17日（金）
11月13日（月）

11月９日（木）

11月10日（金）
11月６日（月）

43名
７名
15名

20名

17名
14名
８名
６名

29名

６名
11名
８名

22名

13名
21名

10名

14名
９名

15名

３名
27名
318名

２

３

４

５名

５名

17名

10名

37名合　　　計

合　　　計

※ほか５件（１月実施４件、２月実施１件）の申込あり

※【共通テーマ】①議員定数及び議員報酬に係る市民アンケート結果と議会の役割について　②人口減少社会における自治振興区活動の課題について

令和５年度

13



会場で配布・回収した市民と語る会アンケートより
自治振興区単位21会場、井戸端スタイル（10月実施分）４会場における回答総数、回答率

回答総数：328名　回答率：92％（小数点以下四捨五入）

市民と語る会の開催、
ならびにアンケートにご協力いただき

ありがとうございました。

地域
庄原
西城
東城
口和
高野
比和
総領
市外
無回答
合計

152
33
90
8
13
3
26
2
1

328

回答数

■ 住まい

年代
20未満
20代
30代
40代
50代
60代
70以上
無回答
合計

0
1
7
25
32
111
152
0

328

回答数

■ 年代

性別
男
女

無回答
合計

273
52
3

328

回答数

■ 性別

回答
140
158
16
14
328

回答数

■ 意見の出しやすさ

①良い
②普通
③悪い
④無回答
合計

回答
109
188
16
15
328

回答数

■ 全体の感想

①良い
②普通
③悪い
④無回答
合計

回答
98
186
31
13
328

回答数

■ 答弁のわかりやすさ

①良い
②普通
③悪い
④無回答
合計

●双方向の議論でよかった。聞く耳を持った議員の方々で大変よかった。
●多くの参加者が発言できるようなテーマで設定も検討してほしい。
●前年度に出た課題、意見について状況説明をしてほしい。
●参加者が少ないので開催方法を一考してもよいのでは。

市民と語る会（自治振興区単位）についてのご意見

●議会を身近に感じられてよかった。他地域でも、開催の意味があると思う。
●身近に議員と話ができて、とても有意義だった。「井戸端」のネーミング
がとてもいい。話しやすい。

●話しやすい場に。もっとアピールして意見交換の場を増やしていけば
もっと親しみやすい市政になっていくと思う。

市民と語る会（井戸端スタイル）についてのご意見

●地域に出向いて地元の声をしっかりと聞いてほしい。
●今回出された問題点等が良い方向に向かうようご助力を願う！
●市民は市長と直接話をすることがない。議員の皆様にはぜひ市民の声を
届けてほしい。

●議会も市民を守るための議論を一番に考えて進めてもらいたい。
●議員の皆さんが声をしっかり届けたいという姿勢が見えたことは良かっ
た。その声を実際に一つでも実現可能となるよう動いていただきたい。

市議会についてのご意見

①良い
43％

②普通
48％

③悪い
5％

④無回答
4％

①良い
33％

②普通
57％

③悪い
5％

④無回答
5％

庄原
46%

西城
10%

東城
27%

口和
3%

高野
4%

比和
1%

総領
8%

市外
1%
無回答
0%

男
83%

女
16%

無回答
1%

40代
8%
50代
10%

60代
34%

70以上
46%

30代
2%

20代
0%

20未満
0%

無回答
0%

③悪い
9％

④無回答
4％

①良い
30％

②普通
57％

12月定例会では、12名が個人質問を行いました。
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①
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
に
係
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
議
会
の
役
割
に
つ

い
て議

員
定
数
・
報
酬
削
減
に
つ
い
て

は
、
常
任
委
員
会
の
数
を
減
ら
し
て
対
応
し

て
は
ど
う
か
。
自
治
振
興
区
も
ス
リ
ム
化
し

て
い
る
。
議
会
も
身
を
切
る
考
え
も
必
要
で

は
な
い
か
。
た
だ
し
、
定
数
割
れ
が
生
じ
る

こ
と
を
危
惧
す
る
面
も
あ
る
が
ど
う
か
。

議
員
報
酬
の
件
で
は
、
他
の
類
似
団
体

の
人
口
と
財
政
を
基
準
に
せ
よ
と
の
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
意
見
が
多
く
あ
る
。
正
解
が
無
い
の

で
、
議
員
間
の
中
で
も
様
々
な
意
見
が
出
て
い

る
。
平
成
25
年
か
ら
の
10
年
間
で
、
7
，

0
0
0
人
の
人
口
減
少
は
無
視
で
き
な
い
と
考

え
る
。
定
数
を
削
減
し
た
場
合
の
議
会
運
営
上

の
手
法
は
あ
る
。
議
員
は
２
つ
以
上
の
委
員
会

に
所
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

委
員
会
の
活
動
は
幅
広
い
テ
ー
マ
が

あ
る
。
20
人
は
確
保
し
て
お
き
た
い
と
の
思

い
が
あ
る
。

議
会
が
機
能
す
れ
ば
市
は
し
っ
か
り
ま

わ
る
と
思
う
。
子
育
て
を
す
る
に
は
、
現
在
の

議
員
報
酬
は
少
な
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、
し
っ

か
り
と
活
動
し
て
も
ら
う
な
ら
、
議
員
数
は
20

人
で
は
少
な
い
と
も
思
う
が
ど
う
か
。

議
員
は
選
挙
だ
け
で
な
く
、
冠
婚
葬

祭
、
イ
ベ
ン
ト
、
付
き
合
い
や
活
動
に
経
費

が
嵩
む
。
若
い
方
が
議
員
に
立
候
補
し
よ
う

と
思
え
る
状
況
づ
く
り
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
庄
原
市
議
会
で
は
、
議
員

定
数
及
び
議
員
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
令
和
5
年
は
議
員
に
対
し
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
今
年
は
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と

に
、
人
口
、
面
積
、
財
政
状
況
、
近
隣
自
治

体
や
類
似
自
治
体
と
の
比
較
な
ど
様
々
な
角

度
か
ら
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
結
果
は
今
の

段
階
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
ま
と
ま
り

次
第
市
民
の
皆
様
に
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

②
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
自
治
振
興
区

活
動
の
課
題
に
つ
い
て

自
治
振
興
区
事
務
局
の
処
遇
改
善
を
し

て
欲
し
い
。
な
り
手
が
い
な
い
。
人
口
減
少
で

集
落
維
持
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
の
で
、
自
治
振
興
区
制
度
の
あ
り
方

も
含
め
早
急
に
何
と
か
し
て
欲
し
い
。

人
口
が
減
少
す
る
中
で
も
、
イ
ベ
ン
ト

や
祭
り
、
役
員
会
な
ど
集
ま
り
や
行
事
が
多

く
、
役
員
の
な
り
手
確
保
に
苦
慮
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
事
務
局
の
勤
務
時
間
や
処
遇
改
善

を
求
め
る
声
も
届
い
て
お
り
、
現
在
、
議
会
で

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
人
口
動
態
を
見
る
と
90
代
が

多
く
、
60
代
が
少
な
く
な
り
、
70
代
〜
80
代

が
地
域
を
支
え
る
時
代
が
来
る
。
今
後
は
自

治
振
興
区
を
ど
の
よ
う
な
形
に
し
て
い
く
の

か
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
ど

う
か
。自

治
振
興
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

企
画
建
設
常
任
委
員
会
で
調
査
し
て
い
る
。

組
織
再
編
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
形
が
一
番
良
い

の
か
探
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
活
用
し
て
自
治
振
興
区
の
業
務
の
簡

素
化
し
、
人
手
不
足
を
補
う
事
も
必
要
だ
と

考
え
る
。

■
芸
備
線
に
つ
い
て

現
在
の
ダ
イ
ヤ
は
非
常
に
不
便
で
あ

り
、
生
活
交
通
と
し
て
の
利
用
は
難
し
い
。

再
構
築
協
議
会
で
は
、
も
う
一
度
便
利
な
芸

備
線
と
は
ど
の
よ
う
な
芸
備
線
な
の
か
実
験

を
し
て
、
そ
の
後
の
見
通
し
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

東
城
発
の
４
本
の
う
ち
２
本
は
朝
早

す
ぎ
て
乗
れ
な
い
。
自
分
で
集
計
を
し
て
み

た
が
、
高
校
生
を
中
心
に
多
く
利
用
す
る
便

も
あ
る
。
高
校
生
な
ど
の
利
用
者
が
多
い
便

を
残
し
な
が
ら
、
一
般
利
用
者
が
利
用
し
や

す
い
便
利
な
便
を
運
行
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
。他

国
で
は
、
鉄
道
は
国
防
の
面
か
ら

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
岐
阜
県

の
東
海
道
線
は
海
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
根
本
的
な
国
を
守
る

と
い
う
面
で
J
R
に
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

国
防
上
の
役
割
を
果
た
す
場
合
も
大

い
に
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
は
島
根
原
発
で

不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
避
難
経

路
と
し
て
必
要
で
あ
る
し
、
支
援
物
資
の
搬

送
な
ど
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
で
の
議

論
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

■
地
域
交
通
に
つ
い
て

昨
今
は
高
齢
者
の
免
許
返
納
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。
バ
ス
停

ま
で
遠
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
ど
う
か
。

M
a
a
S
を
導
入
し
て
、
バ
ス
停
ま

で
遠
い
の
で
不
便
に
な
っ
た
と
い
う
声
を
聞

く
。
既
定
路
線
は
バ
ス
停
で
な
い
と
乗
れ
な

い
が
、
乗
り
合
い
不
定
期
運
行
で
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
停
ま
っ
て
く
れ
る
。
路
線
が
良
い
の

か
デ
マ
ン
ド
交
通
が
良
い
の
か
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
、
自
治
振
興
区
か
ら
要
望
を
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

白
タ
ク
は
都
会
よ
り
も
む
し
ろ
田
舎

の
方
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
。
高
齢
者
福

祉
施
設
の
送
迎
や
移
送
用
の
車
は
、
昼
間
に

空
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
空
い
て
い

る
時
間
を
利
用
し
て
車
と
運
転
手
を
有
効
活

用
す
る
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
る
。
国
も
こ

の
こ
と
に
関
し
て
動
き
を
見
せ
て
い
る
感
じ

が
あ
る
。

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

答
１

答
2

答答

答答

答答

各
会
場
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
か
ら

一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の

意
見

共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
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高
齢
者
福
祉
施
設
以
外
に
も
、
保
育

所
の
送
迎
用
の
車
も
昼
間
は
空
い
て
い
る
。

M
a
a
S
を
導
入
し
、
こ
れ
ら
の
車
を
活
か

し
て
交
通
空
白
地
で
の
有
償
事
業
は
で
き
る

と
思
う
。
市
に
届
け
て
い
く
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

獣
害
対
策
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
一

軒
の
家
で
は
で
き
な
い
の
で
、
何
軒
か
の
グ

ル
ー
プ
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

や
、
基
準
が
分
か
り
に
く
い
。
申
請
期
間
も

決
ま
っ
て
い
る
の
で
不
便
と
感
じ
る
。

林
業
振
興
課
に
補
助
金
申
請
の
冊
子

が
あ
る
の
で
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た

だ
し
、
件
数
が
多
け
れ
ば
案
分
す
る
の
で
満

額
出
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
申
請
が
多
い
場

合
は
補
正
予
算
で
対
応
す
る
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
そ
の
あ

た
り
は
市
に
も
伝
え
て
い
る
。

農
地
の
多
く
が
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を

受
け
て
い
る
。
ト
タ
ン
は
押
し
上
げ
て
侵
入

し
、
電
柵
も
メ
ッ
シ
ュ
で
高
く
し
な
け
れ
ば

対
処
で
き
な
い
。
こ
の
状
況
が
続
く
と
農
業

が
や
っ
て
い
け
な
い
。
行
政
か
ら
の
支
援
の

強
化
を
望
む
。
数
頭
捕
獲
し
た
だ
け
で
は
間

に
合
わ
な
い
。

メ
ッ
シ
ュ
を
し
て
い
て
も
倒
木
の
影

響
で
毎
年
修
理
が
必
要
で
あ
る
と
の
情
報
も

聞
い
て
お
り
、
捕
獲
に
対
す
る
１
頭
あ
た
り

の
奨
励
金
の
増
額
も
必
要
と
考
え
る
。
国
・

県
の
補
助
金
が
あ
る
が
、
対
象
と
な
る
対
応

策
の
取
れ
な
い
地
域
が
あ
る
の
で
、
引
き
続

き
活
用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
要
望
を

続
け
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
の
処
理
場
に
つ
い
て
、
土

日
も
含
め
撃
っ
た
ら
す
ぐ
に
持
っ
て
行
け
る

状
況
に
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
販
売
し
て
い

る
加
工
品
の
消
費
量
の
状
況
は
ど
う
か
。

土
日
で
も
対
応
出
来
る
環
境
に
あ
る

と
は
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
処
理
場
を
拡
大

す
る
計
画
も
あ
る
が
、
下
水
処
理
可
能
な
環

境
が
必
要
で
あ
り
、
場
所
を
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

処
理
場
で
受
け
入
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
肉

は
、
学
校
給
食
で
の
使
用
や
、
食
肉
や
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
へ
加
工
し
た
も
の

を
、
道
の
駅
た
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販

売
し
て
い
る
。
販
売
は
好
調
だ
が
、
予
定
数

を
超
え
て
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
商
品

化
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
必
要
と
考
え
る
。

■
教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

永
末
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
人
数

が
増
え
て
い
る
が
、
小
学
校
の
施
設
は
老
朽

化
し
、
想
定
を
超
え
る
人
数
に
対
応
で
き
て

お
ら
ず
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
休
所
中
の
永
末
保
育
所
で
対
応
し
て
い

る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
市
は
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
児
童
数
推
計
で
、
今
後
は
減
少
す

る
と
説
明
さ
れ
た
が
、
現
在
通
う
子
ど
も
に

我
慢
を
強
い
る
の
は
問
題
と
感
じ
て
い
る
が

ど
う
か
。令和

4
年
、
永
末
小
学
校
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
を
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

視
察
し
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
る
。
市
内

で
も
永
末
の
よ
う
に
人
数
が
増
え
て
い
る
例

は
な
く
、
対
応
す
べ
き
優
先
順
位
は
高
い
と

考
え
る
。
議
会
と
し
て
、
子
ど
も
達
の
置
か

れ
る
環
境
を
最
優
先
に
取
り
組
み
を
進
め

る
。

地
域
に
あ
る
中
学
校
の
統
廃
合
は
凍

結
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
状

況
は
ど
う
か
。
小
学
校
の
保
護
者
が
不
安
に

思
っ
て
い
る
。
統
廃
合
が
分
か
れ
ば
引
っ
越

そ
う
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、
今
後
の
展
望

を
教
え
て
欲
し
い
。
住
民
が
安
心
し
て
教

育
、
子
育
て
を
す
る
環
境
を
整
え
る
の
が
大

切
で
あ
る
。

現
状
は
凍
結
と
言
っ
て
よ
い
と
考
え

る
が
、
住
民
が
安
心
し
て
教
育
、
子
育
て
を

す
る
環
境
を
整
え
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、

そ
の
通
り
で
あ
る
。
教
育
民
生
常
任
委
員
会

で
は
、
今
後
の
学
校
の
体
制
に
つ
い
て
継
続

し
て
話
を
し
て
い
る
。

高
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、
県
教
委
は

定
数
を
た
び
た
び
変
え
て
い
る
。
高
校
は
県

の
管
轄
だ
と
理
解
し
て
い
る
が
、
市
議
会
の

教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
生
徒
が
少
人
数

で
も
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
の
か
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
先
日

も
少
人
数
に
対
応
す
る
た
め
の
職
員
配
置
基

準
の
見
直
し
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
子

ど
も
が
減
っ
て
も
対
応
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
し
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
が
選
択
出

来
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
会
で
他
の
自
治
体
に
視
察
に
行
か

れ
、
子
育
て
政
策
な
ど
を
勉
強
さ
れ
て
い
る

が
、
庄
原
市
で
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

の
か
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
実
際
ど
の
程

度
実
現
で
き
る
と
考
え
る
か
。

庄
原
市
の
子
育
て
施
策
は
、
先
進
地

と
さ
れ
る
自
治
体
に
負
け
て
い
な
い
が
、
ア

ピ
ー
ル
の
仕
方
に
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。

兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
他
の
予
算
を
削
り
徹

底
的
に
子
ど
も
に
関
す
る
予
算
に
あ
て
、
一

部
不
満
は
出
て
い
る
が
子
育
て
世
代
の
移
住

等
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
何
か
に
特
化
し
た

取
組
み
も
重
要
と
考
え
る
。
少
子
化
問
題

は
、
本
来
、
国
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
大
き

な
問
題
だ
が
、
視
察
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
一

般
質
問
や
会
派
要
望
な
ど
で
執
行
者
に
届
け

て
い
く
。

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見

答答

答

答

答

答答答

　

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
の
都

合
上
、
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
議
会
運
営
や

個
々
の
議
員
活
動
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
意

見
交
換
が
で
き
る
、
身
近
な
議
会
と

し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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